





The efforts on community-university collaboration of seminar class 









　　In Faculty of Education, Kyoei University, the two-year seminar class for graduation 
thesis starts from the third year. Kyoei University is located close to Miyashiro-machi, 
Saitama. As one of seminar class projects, Satoyama-nature-activities for elementary 
school children in Miyashiro-machi were held by Miyashiro-machi and university students 
in August 2014 and July 2015. In this paper, the history of cooperation was examined by 
the questionnaire answered Miyashiro-machi staff. Then we report general structure and 
contents of twice-held Satoyama-nature-activities. Finally from impressions of participat-
ing students appeared in their guestionaire, we discussed the meanings of community-uni-
versity collaborations for university students.









































































































とも挙げられる。本学教育学部 1期生は、東日本大震災後の 2011年 4月に入学し、2015


















































　● 『アウトドアキッチン』（2014年 8月 19日＜日＞　10:00～ 15:00　於：ふれ愛セ
ンターみやしろ）青少年相談員の方の支援協力あり
ふれ愛センター屋外（西原自然の森）にて、カレー作りに挑戦。小学 4～ 6年生 9
名が参加。かまども手づくりして、自然の中でのクッキングを楽しみました。





















































　活 動 名 称：「里山を通した自然体験活動」（あそべんちゃーわーるど）
　活 動 日 時：2015年 7月 25日（土）9:00～ 14:00（後片付けなどの時間も含む）








































　活 動 名 称： 「里山を通した自然体験活動」（あそべんちゃーわーるど）
　活 動 日 時：2015年 7月 25日（土）　9:00～ 14:00（後片付けなどの時間も含む）
　活 動 場 所：新しい村・山崎山一帯（埼玉県南埼玉郡宮代町字山崎 764）
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　参 加 学 生：共栄大学教育学部（田中卓ゼミ 25名、小林ゼミ 6名、有志学生 10名）
　　　　　　計：41名　引率および総括責任者：田中卓也、小林田鶴子（2名）
　関 係 者：宮代町教育委員会　生涯学習担当職員：小林知弘、田中啓之（2名）
　参 加 児 童：宮代町内公立小学校児童 40名
　活動の概要は平成 26年度と同様であるが、その中身は変更されている。募集人数も前
回申し込んで参加者に選ばれなかった児童が多かったので、40名に増やした。小林ゼミ
が携わった④手作り楽器づくりのプログラムにおいても、楽器の数を前回の竹太鼓に加え
て、パンフルート、ギロ、シェイカー、クィーカーの 5種類に増やした。参加人数も増
え、ゼミ生の数も増えたので、各楽器担当者を決め、各楽器を作るコーナーを設けて、ど
の子も最低 1個は楽器を完成させられるようにスケジュールを組んだ。また、手作り楽
器での合奏も、1回目のように既成の曲に合わせるのではなく、パートごとに決めておい
たリズムパターンを組み合わせたり、その場で子どもたちが即興的にリズムを作り出した
りする創作的な活動を盛り込んだ。
3.3.　参加学生の感想
　参加学生の振り返りについては、1回目は事後の感想文、2回目は事前アンケートと事
後の感想文を書かせた。以下にその内容の一部を示す。
　そこから、この活動が学生にとってどういう意味があったのか、またそれが専門演習に
どう生かされるのかを考察する。
　第 1回目（2014年 8月実施）の感想文から（学年は当時の学年）
　・ 今までこのようなことをやったことがなかったことへの不安な気持ちとやったことが
ないことでわくわくするような楽しみな気持ちと半々でした。（中略）それを達成した
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ときの嬉しさ、達成感はやってみないと分からないもの、あじわえないものだと思い
ました。（4年男子）
　・ 今回の活動の様子を見ていると、子ども達は協力しあいながら様々なことを行うこと
ができるのだということを実感（中略）今回のイベントの目標でもある、社会性を養
うためには、子ども達が自主的に他者に関わっていかなければならないかと私は考え
ます。（4年女子）
　・ 今回の計画は、企画から携われるというとても貴重な経験でした。大学生活を通して
も実際の小学生を対象としてのイベント・協力団体との連携は初めてだったので、学
んだこと・反省点を多々見つけることができました。学んだことは、まず企画段階で
の話し合いの重要性です。（中略）反省点は、企画をもっと具体的で細かく考えなけれ
ばならなかったことです。（4年男子）
　・ 私は、里山での活動は今回が初めてでした、里山というものがどんなものかというこ
とも知りませんでしたし、児童と自然の中で関わるということも初めてでした。（中
略）物がなんでも揃う豊かな時代に生まれてきた児童が、何かを創ったり、誰かと一
緒に協力して活動したり、自然環境について考えることのできる里山活動は、とても
重要なのだと考えさせられました。今回学んだことが、私達は近い将来、教員になっ
た時に発揮できるだろうし、児童たちも時間を経て環境について考えたり、物を作っ
たり、未来につながる行き方の土台になるのだということを学びました（3年女子）
　第 2回目（2015年 7月実施）の感想文から
　・ 私は、今回が初めての参加で不安が多かったのですが、大成功に終われたのは 4年
生の先輩方のお力があったからだと思っています。（中略）私のいたチームはまず竹楽
器を作って演奏しました。楽器を作っている子どもたちの集中力に驚きました。作り
終って「できた！」と自慢してくるあの笑顔は忘れられません。どの子も自分が作っ
たものだと楽器に愛着を持っており、移動の際に大事に持っている姿が印象的です。
演奏会では、楽器ごとに分かれてそれぞれのリズムで演奏を合わせました。静かな空
間の中に竹楽器の音が響きとても感動しました。（3年女子）
　・ 私は里山活動のポスター作成に参加させていただきましたが、そのポスターも子ども
たちに好評で、またポスター書いてくれたら参加するねと言われました。その時は本
当にうれしくて、初めて自分の功績が認められたような気がしました。（3年女子）
　・ 竹楽器の作業では、私が思っていた以上に子どもたちの持っている力が強くほとんど
補助なくどの子も作ることができていて、感動しました。（中略）2組目の時、先輩が
アイディアを出してくださりそれを実践したところ、自分が作った楽器の音を叩き、
聴き、楽しんでいる子どもの姿を見ることができました。当日の急な変更にも臨機応
変に対応することができ、皆で協力するとだいたいのことはできてしまうんだと感動
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しました。（3年女子）
3.4.　活動からの学び
　参加学生の感想の視点は、大きく次の 4つに分かれる。
　　（1）本活動に企画段階から参加したことや、自分の役割
　　（2）参加した子どもへの対応と子どもの様子
　　（3）「里山自然体験」という内容そのものの意味
　　（4）ゼミ内での協力態勢（特に先輩と後輩の関係）
　（1）については、学生は企画段階から関わることへの不安があったものの、実際にやっ
てみることによって達成感を得たことがうかがわれるし、自分の役割についても、同様に
達成感を得ることができた様子が示されている。（2）については、子どもたちの力は自
分たちが思っていた以上のものだということを実感したこと、子どもたちの喜んでいる姿
が自分たちの励みとなったことがうかがわれる。（3）は、大学内では学べない、まさに
地域に繰り出して行くことで体験でき、新たな発見につながり、将来教員になった時にこ
の経験が活きることを示唆している。（4）については、先輩後輩が助け合うことでうま
くいけた例や、2つのゼミが協力して行うことで、解決できることを実感した姿がうかが
える。
　このように、今回の活動を通して、学生は様々な面での学びが得られたことが推察され
る。
4.　専門演習における地域連携活動の意義と今後の課題
小　林　田鶴子・田　中　卓　也
　前項の感想にも示されているように、参加学生はこの活動に熱意をもって取り組んだ。
教員が用意したものではなく、学生自らが企画立案し、構想を練る。学生にとっては面倒
な準備・活動に思えるかも知れない。しかしながら、この面倒な経験こそが、現在の学生
らが苦手としているコミュニケーション能力の向上や、リーダーシップの具備、協調性の
構築につながるものであると感じている。ウォークラリーに竹楽器製作、流しそうめんの
3本柱でこれまで活動してきたことも、すべて学生主導で行い、頭を突きあわて議論した
終着点であった。このことは、2章で述べた、「本学学生はまさに『青少年指導員』の方々
の役割を任されていることになる。もはや彼等は『ボランティア学生』ではなく、『活動支
援員』ひいては『企画運営委員』としての重職を全うすることが求められているのであ
る。」を改めて認識させるものであり、教育実習が学校での実習であることに対して、い
わば地域活動での「実習」と位置付けることができるのではないだろうか。
　2015年度の事前アンケートにおいて、「企画は楽しみであり、児童と関われることがい
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まから待ち遠しい。けれども講義の一環にするのは抵抗がある」という回答が見られる。
このことは学生等の自信のなさが明確に示されているといえる。その自信のなかった学生
等が、実践してみると、学生感想文にもあるように、「成功に導けてよかった」、「児童とた
くさん話ができた。コミュニケーションも十分取れるようになった」とか「最初は半信半
疑の気持ちであったが、途中から前向きの気持ち全開で臨めた」と回答するように、自信
に変わっている。やはり「経験こそ力」なりということなのであろう。経験することで、
彼等はまた教師への階段を一歩ずつ昇っているのである。そういう意味では社会人育成の
視点からも、里山自然体験活動は彼等にとって有意義なものなのであるといえる。
　冒頭にも掲げたように、専門演習の目的は卒業論文の作成であるが、論文はある意味で
最終的な成果物であり、そこに至る過程でどのような経験をしたかが重要である。こうし
た実践的な活動は、それ自体が学生の血肉となり、その結果、卒業論文を書く場面におい
ても説得力を持った文章が出てくるものと考える。今後もこの活動は継続の予定である
が、活動自体の発展もさることながら、卒業論文にどのように反映されているかについ
て、細かく検討していくことが望まれる。
5.　おわりに
小　林　田鶴子
　3章の感想文に掲載された、2014年度の 4年女子学生は、卒業論文の中にこの活動を
1つの大きな実践として取り上げている。そして、この学生は、卒業して現在さいたま市
の臨任教員となっているが、2015年度の活動時に教員が連絡を入れたわけでも無かった
が、ゼミの仲間から情報を得て、当日自主的に手伝いを買って出てきた。このことは、当
該学生にとって、この活動がいかに大きな意味を持っているか、また、卒業後もかつての
ゼミ生同士が交流していることをうかがわせるものである。
　また、田中ゼミでも、この活動がきっかけとなって、現在宮代町の小学校で臨任教員と
なって勤務している卒業生がいることが示されたが、このことも、ゼミでの体験が将来の
進路に大きな影響を与えていることを示すものである。
　卒業論文は大学生活での総まとめであると同時に、社会に出てからの礎となるものでも
ある。その総まとめの時期にどんな学びをし、何を得たかが学生の将来を左右するといっ
ても過言ではない。
　そうした意味においても、専門演習の内容を今後も充実させる重要性を痛感する。
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注釈
1）「電脳　みやしろ」（埼玉県宮代町公式ホームページ）。
2）「広報誌みやしろ」（2011年 11月 22日号）。
3）「電脳みやしろ」（2011年 12月 22日）。
